
「地方独立行政法人西都児湯医療センター第２期中期目標（案）」 

に対するパブリックコメントの実施結果 
 

 

○意見募集期間  平成３０年１０月１日（月）から３１日（水）まで 

○意見数 １通（９件） 

○意見の内容及び意見に対する市の考え方 

 意見項目 ご意見の内容 本市の考え方 

１ 前文 下から 3行目に「市と密に連

携」とありますが、西都市だ

けなのでしょうか。 

  

 

 

西都児湯医療センターは西都児湯二次医

療圏の中核的病院であり、児湯郡町村、あ

るいは県等との連携も必要でありますが、

設置者である西都市との連携が特に重要と

なることから「市と密に連携」としており

ます。 

２ 前文 結びが「求める」とありま

すが、他の表現はないのでし

ょうか。 

ご意見を踏まえ、「寄与することを求め、

ここに中期目標を定める。」といたします。 

３ 前文及び第１～

第３ 

地域医療の、地域の、地域

住民のなど「地域」が頻繁に

用いられていますが、西都児

湯二次医療圏を意味している

のでしょうか、明確にしては

どうでしょうか。 

基本的には西都児湯二次医療圏を意味し

ておりますが、医療分野において地域的な

範囲を明確にすることは難しく、地域とい

う表現が一般的ですので、現記述のとおり

とさせていただきます。 

４ 第２～第５ 文末等が「・・・こと」で

結んでありますが、必要なの

でしょうか。 

中期目標は市長が定め、法人に指示する

ものであり、「こと」で結んでおります。 

５ 第２-１- 

(1)(3) 

(1)に「完結型医療を目指し

て」とありますが、(3)の「紹

介率及び逆紹介率の向上」と

の関係をもう少し具体的に表

現できないのでしょうか。地

域の医療機関等全体で一つの

病院のような機能を持ち、切

れ目のない医療を提供してい

こうというものであれば。例

えば、初診患者の紹介率が○

○％、逆紹介率が○○％など

もう少し踏み込んだ表現にし

てはどうでしょうか。 

ご質問のとおり、圏域内の医療機関が役

割分担の上、連携を図り圏域内で医療を完

結させることを目指しており、そのために

は初診患者の紹介率、逆紹介率の向上を図

る必要があります。紹介率、逆紹介率の具

体的な目標値については、中期目標を受け

て、法人が策定します中期計画の中で記載

されることになります。 

６ 第２-１- (2) (2)に「法人での対応が困難

な救急医療」とありますが、

一次、二次及び三次を含めた

ことなのでしょうか。 

ご質問のとおりです。一次、二次救急に

ついては、可能な限り西都児湯医療センタ

ーで対応いたしますが、診療内容によって

は対応出来ないケースも想定されます。ま

た、三次救急は、二次救急まででは対応で

きない重篤な疾患や多発外傷に対する医療

であり、指定されている宮崎大学医学部付

属病院、県立宮崎病院、県立延岡病院の三

次救急医療機関との連携を図ります。 



７ 第２-２- ⑴ 「優秀な」とありますが、

なにを基準に優秀なのでしょ

うか。たとえば、地域医療の

中心的な医療を担うとか地域

住民に信頼されるとかなどの

表現では。 

ご意見のとおり、「地域住民に信頼される

優秀な」といたします。 

８ 

 

第３-２- ⑴ 「コスト意識の深化を図

り」とありますが、「深化」と

いう表現は適切でしょうか。 

住民に周知する中期目標であ

るならば、できるだけ分かり

やすい表現がよいのでは。 

ご意見の趣旨を踏まえ「コスト意識の徹

底を図り」といたします。 

９ 第 4-１- (3) 「市は法人に対して必要な費

用を負担する」という表現は

行政側が考慮することである

のでは。独立採算を基本とす

る西都市とは別の法人格であ

る「地方独立行政法人」が中

期目標に定めることではない

のでは。西都市が責任を負う

法人ではありますが、新病院

建設に向けて整備計画を計画

的に進めている段階からその

ような考えは住民等の理解が

得られるのでしょうか。 

地方独立行政法人制度の一般的ルールと

して、中期目標において不採算部門となる

救急医療等の実施を指示した場合の負担の

あり方などについて記述したものでありま

す。 

「必要な負担」には、法人の赤字を単に

補てんするという意味合いの記述ではない

ものです。 

 

 

 


